
農商工等連携
か
ご
し
ま
黒
豚
と
有
機
農
法
で
生
産
し
た

「
有
畜
農
産
物
」
の
販
路
開
拓

　
農
商
工
等
連
携
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と

なっ
た
の
は
、黒
豚
生
産
グ
ル
ー
プ「
霧
島
黒
豚

会
」が
解
散
の
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
で
す
。も
と

も
と
黒
豚
生
産
者
は
人
数
が
少
な
かっ
た
の
で

す
が
、さ
ら
に
高
齢
化
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど

の
経
営
環
境
の
悪
化
に
よ
り
生
産
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
す
。全
国
に

誇
れ
る
か
ご
し
ま
黒
豚
を
守
り
続
け
て
い
く

た
め
に
、こ
れ
ま
で
の
卸
売
販
売
だ
け
で
な
く
、

国
の
事
業
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、生
産
者
と

の
協
力
に
よ
る
販
路
の
拡
大
な
ど
に
努
め
て
き

ま
し
た
。黒
豚
を
核
に
し
て
地
域
経
済
を
発
展

さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、平
成
20

年
に
日
本
の
先
進
モ
デ
ル
と
し
て
「
農
商
工
連

携
88
選
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

豚
舎
も
地
元
木
材
で

　
黒
豚
を
育
て
て
い
る
豚
舎
は
、県
内
産
の
木

材
を
使
用
し
、
地
元
の
業
者
に
建
て
て
も
らっ

て
い
ま
す
。豚
に
とって
住
み
や
す
い
環
境
づ
く

り
と
と
も
に
、
地
元
経
済
の
支
え
に
な
れ
た
ら

と
思
って
い
ま
す
。

農
商
工
の
連
携
だ
け
で
な
く

観
光
業
と
も
連
携

　
黒
豚
は
霧
島
市
霧
島
地
区
で
生
産
し
て
お

り
、産
直
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、料
理
と
し
て
提
供

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品
の
販
売
も
行
う

な
ど
、
販
売
ル
ー
ト
を
確
保
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
霧
島
地
区
への
観
光
の
拠
点
と
し
て
も
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、観
光
パ
ン
フ
レッ
ト
な

ど
も
備
え
て
い
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
地
域

全
体
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
地
産
地
消
も
進

み
、
黒
豚
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
も
確
立
で

き
ま
す
。鹿
児
島
の
県
民
豚
と
も
言
え
る
か
ご

し
ま
黒
豚
を
も
っ
と
広
め
て
い
く
こ
と
が
今
後

の
目
標
に
なって
い
ま
す
。

有限会社 霧島高原ロイヤルポーク

代表取締役　平 邦範 さん

霧島連山をバックにした
ウッド豚舎

農林漁業者
農事組合法人霧島高原純粋黒豚牧場
中﨑養豚

中小企業者
有限会社霧島高原ロイヤルポーク

連携参加者
株式会社フロンティア霧島

（
平
成
20
年
農
商
工
等
連
携
事
業
計
画
認
定
）

××
中
小
企
業
者
　
有
限
会
社
霧
島
高
原
ロ
イ
ヤ
ル
ポ
ー
ク

農
林
漁
業
者
　
農
事
組
合
法
人
霧
島
高
原
純
粋
黒
豚
牧
場
、中
﨑
養
豚

連
携
参
加
者
　
株
式
会
社
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
霧
島

たいら くに  のり
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特 集 鹿児島の産業おこしに 取り組もう！
地域資源を生かして

地域産業資源活用
阿
久
根
ウ
ニ
を
「
捨
て
る
と
こ
ろ
が
な
い

ほ
ど
完
全
に
活
か
し
き
っ
た
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
と
販
路
拡
大

有
限
会
社 

尾
塚
水
産

　
ウ
ニ
殻
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発

す
る
こ
と
に
なっ
た
の
は
、
ウ
ニ
の
身
を
とっ
た

あ
と
に
捨
て
る
大
量
の
殻
や
内
臓
を
な
ん
と

か
売
り
物
に
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。ま
た
、
阿
久
根
の
海
で
は
、

近
年
、温
暖
化
の
影
響
を
受
け
て
食
用
に
な
ら

な
い
ウ
ニ
も
生
息
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。も
と
も
と
は
い
な
かっ
た
ウ
ニ
が
た
く
さ
ん

の
藻
や
海
草
を
食
べ
る
こ
と
で
生
態
系
が
壊

れ
、
特
産
品
で
あ
る
ウ
ニ
の
品
質
が
落
ち
て
い

く
危
険
性
が
高
ま
る
の
で
、
こ
う
し
た
食
用
に

な
ら
な
い
ウ
ニ
を
な
ん
と
か
利
用
で
き
な
い
も

の
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

　
生
食
や
瓶
詰
め
に
適
さ
な
い
ウ
ニ
の
内
臓
な

ど
の
部
分
を
有
効
活
用
し
て
、
ウ
ニ
味
噌
や
ウ

ニ
醤
を
製
造
し
ま
し
た
。ま
た
、１
０
０
０
度
を

超
え
る
高
温
で
ウ
ニ
殻
を
焼
成(

＊
１)

す
る
こ
と

で
海
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
も
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
良

質
な
カ
ル
シ
ウ
ム
粉
末
を
と
る
こ
と
に
成
功

し
、こ
れ
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
ウ
ニ
殻
を
器
と
し
て
も
活
用
で
き

る
よ
う
に
商
品
化
し
ま
し
た
。

阿
久
根
の
海
を
守
り

地
域
の
活
性
化
を

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
開
発
で
き
て
も
、市
場
に

流
通
さ
せ
て
、
販
路
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。ま
た
、食
品
部
分
は
自
社
で
対
応

で
き
る
も
の
の
、
工
芸
の
部
分
は
製
品
化
す
る

協
力
者
を
得
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。こ

の
た
め
、
商
談
会
や
展
示
会
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。今
後
の
目
標
は
、
こ
う
し
た
課
題

を
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。

有限会社 尾塚水産

代表取締役　尾塚 ヱイ子 さん

廃棄するしかな
かった内臓など
を有効活用し
て、ウニ味噌や
ウニ醤（魚醤）
などを生産

ウニ殻から作られたカルシウム
パウダーを利用して、健康食品
やせっけんなどさまざまな商品
が誕生

ウニのトゲをあえ
てそのまま残した
器を開発

（
＊
１
）焼
成
＝
原
料
を
高
温
で
焼
い
て
性
質
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

（
平
成
20
年
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
認
定
）

   お   づか　 え　 い　こ
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（公財）かごしま産業支援センター（社）鹿児島県工業倶楽部

◇
農
商
工
等
連
携
へ
の
理
解
促
進
や

　
気
運
の
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み

◆　
農
商
工
等
連
携
成
功
モ
デ
ル
創
出
事
業
の
実
施

◆　
「
か
ご
し
ま
の
逸
品
商
談
会
」等
を
通
じ
た　

　
　
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
提
供

◆　
県
内
外
の
食
品
加
工
業
者
等
を
対
象
と
し
た

　
　
需
要
調
査

◆　
食
品
関
連
事
業
者
な
ど
か
ら
の
需
要
の

　
　
受
け
皿
と
な
る
組
織
の
創
設

◆　
農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化(

＊
１)

推
進
の

　
　
取
り
組
み
と
の
連
携

◆　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
取
り
組
み
事
例
紹
介

10

県の事業紹介
　
鹿
児
島
県
で
は
、
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
活
性
化
や
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
農
商
工
等
連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
「
農
商
工
等
連
携
推
進
会
議
」
の
開
催
な
ど
に
よ
る
推
進
体
制
整
備
の
ほ
か
、

①
農
林
漁
業
者
や
中
小
企
業
者
の
連
携
に
向
け
た
気
運
の
醸
成
、
②
「
か
ご
し
ま
の
逸
品
商
談
会
」

等
を
通
じ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
提
供
、
③
連
携
事
案
に
対
す
る
商
品
開
発
か
ら
販
路
開
拓
ま
で
の

専
門
家
派
遣
に
よ
る
支
援
、
④
農
産
物
等
に
つ
い
て
の
需
要
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

鹿児島県が取り組んでいる連携事業推進のための施策

所在地 ： 鹿児島市名山町９-１（県産業会館２階）
☎ ０９９（２１９）１２７０

所在地 ： 鹿児島市名山町９-１（県産業会館中２階）
☎ ０９９（２２５）８０１２

地域資源を活用しての「創業」や、「新事業を起こそうとする個人やグ
ループ」「事業化を目指す中小企業」「農商工等連携を目指す企業と
農林漁業者の共同体」などが行う研究・試作品開発や販路開拓に対
する助成等さまざまな事業を展開し、支援を行っています。

◇
推
進
体
制
の
整
備

◆　
農
商
工
等
連
携
推
進
会
議
な
ど
の
開
催

◆　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
置

 

・「
農
商
工
等
連
携
実
践
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」の
配
置

 

・「
６
次
産
業
化(

＊
１)

推
進
員
」の
配
置

 

・「
農
産
物
加
工
推
進
員
」の
配
置

　

会
員
の
4
分
の
1
が
食
品
加
工
に
関
係

し
て
い
る
県
工
業
倶
楽
部
で
は
、従
来
の
食

品
加
工
に
加
え
て
、農
林
漁
業
者
と
の
有
機

的
連
携
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に
な
い
製
品
を
作

り
出
し
て
い
く
農
商
工
等
連
携
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、農
商
工
等
連
携
に
関
す
る

講
演
会
や
事
例
発
表
会
、意
見
交
換
会
、交

流
会
な
ど
連
携
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
の
委
託
し
た
農
商
工
等
連
携
実

践
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、消
費
者
が
何
を

求
め
て
い
る
か
な
ど
の
情
報
収
集
、交
流
会

な
ど
に
参
加
し
た
農
林
漁
業
者
な
ど
か
ら
の

相
談
対
応
、中
小
企
業
者
と
の
連
携
の
提
案

を
行
って
い
ま
す
。

講演会やグループ単位の研究会などにより、異業種企業間の交流
を深め、相互協力しながら新商品や新技術の開発などを促進し、
県内産業の発展に寄与する取り組みを続けています。
ものづくりに関心のある企業の参加をお待ちしています。

　
か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、県
内

中
小
企
業
の
総
合
的
な
支
援
機
関
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

特
に「
も
の
づ
く
り
」に
つ
い
て
は
、県
内

中
小
企
業
の
創
業
支
援
の
ほ
か
、新
製
品
・

新
技
術
の
研
究
開
発
支
援
を
中
心
に
、地
域

資
源
の
活
用
に
よ
る
事
業
や
農
商
工
等
連

携
へ
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。あ
わ
せ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
事
業
や
取
り
組
み
を
支
援
し
、販
路
の

開
拓・拡
大
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
相
談

窓
口
に
お
い
て
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や

専
門
家
の
派
遣
な
ど
に
よ
り
多
様
な
相
談
や

ニ
ー
ズ
に
迅
速・的
確
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

1次産業＋2次産業＋3次産業＝6次産業という考えに基づいて、農林水産業者が農林水産物の生産（第1次産
業）だけでなく、加工品加工（第2次産業）、流通・販売等（第3次産業）にも主体的、総合的に関わることで、第
2・第3次産業者が創出していた付加価値を農林水産業者が得ようとする取り組み。

（＊１） ６次産業化 ＝

県ホームページ
ホーム＞産業・労働＞商工業＞
農商工等連携事業計画認定事業者の紹介



※助成率は全事業、対象経費の2/3以内となっています。
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①

②

③

④

⑤

⑥

特 集 鹿児島の産業おこしに 取り組もう！
地域資源を生かして

かごしま産業おこし挑戦事業
県では（公財）かごしま産業支援センターに「かごしま産業おこし挑戦基金」を設置し、
地域の産業おこしを応援するさまざまな支援策を用意しています。
平成 25年度事業は、平成 25年 4月～5月に公募の予定です。

今年度、助成の対象となった事業を紹介します。
【地域資源活用・農商工等連携新事業創出支援事業】

助成額事業期間募集対象

県内
中小企業

5年度
以内

950万円
以内

起業を
目指す
個人等

2年度
以内

300万円/年
以内

事　業　内　容事　業　名

中核的企業
創出プログラム
事業

自動車、電子、食品、成長産業（環境・新エネルギー、健康・医
療、バイオ関連産業）関連の有望な技術などを有するか、もしく
はその市場に新たに参入する意思を持つ中小企業者等に対し
て、中核的企業としての創出に必要な各種事業の実施に要す
る経費の一部を助成する

テ　ー　マ企　業　名

地域資源を活用し、起業を目指す個人等に対して、起業に向け
た事業展開および研究開発、試作品開発、販路開拓などを図る
ために要する経費の一部を助成する

地域資源活用
起業家支援事業

県内
中小企業 単年度 30万円

以内

県内
中小企業 単年度

30万円以内
（国外50万円  
  以内）

県内
中小企業 単年度 150万円

以内

新分野、新市場への参入、研究開発実施に関する事前調査お
よび製品企画に要する経費の一部を助成する

製品の新市場開拓を図るため実施する展示会への出展および
展示会での市場調査（アンケート）に要する経費の一部を助
成する

以前開発し、本格的な事業化に至っていない技術・製品に対し、
新用途での事業化に関する調査、調査結果を踏まえた展示会
への出展などに要する経費の一部を助成する

新事業参入調査
支援事業

新市場開拓調査
支援事業

新用途開拓調査
支援事業

2年度
以内

300万円/年
以内

地域資源を活用して事業化を行おうとする中小企業者等、もし
くは県内における農商工等連携の促進を助ける取り組みに対
して経費の一部を助成する

地域資源活用・農
商工等連携新事
業創出支援事業

県内中小企業
者、もしくは、
中小企業者と
農林漁業者と
の連携体

日置南洲窯（日置市）

(株)オーケー社鹿児島（鹿児島市）

鹿児島県オーストリッチ事業協同組合
（鹿屋市）

(有)やまさき（姶良市）

新洋水産(有)（いちき串木野市）

福山黒酢(株)（霧島市）

(有)大田水産（阿久根市）

くるくま草（南九州市）

アネット(有)（鹿屋市）

（協）南州高山ミートセンター（肝付町）

小城製粉(株)（薩摩川内市）

薩摩焼と川辺仏壇とのコラボ　／　陶器と漆のコラボ

シラス断熱材を利用したバイオマスボイラーの開発と実用化

黒さつま鶏の「桜島灰干し」「鶏味噌」の開発と販路開拓

マグロ血合いの活用方法と製品化

黒酢の風味改良技術の開発

長島の養殖鰤（ブリ）を利用したさつま揚げの開発と事業化

こしき海洋深層水塩と乾燥粉末米麹を使ったドライ塩麹の開発と応用、販路拡大

スポーツ実施者を対象とした「翠王（すいおう）」と「冬虫夏草」によるサプリメントの開発〔Ｈ２３～継続〕

完全無添加ソーセージ原料挽肉の製造技術開発〔Ｈ２３～継続〕

さつま雅（ごぼう）の蜜漬け〔Ｈ２３～継続〕

地域資源ダチョウ肉を活かした大隅特産品の開発
（ダチョウ肉を活かした生ハム、ウィンナー、ダチョウ卵を使ったマヨネーズの開発）
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